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1968年から1987年までに経験 した同時性肝転移58711を,原 発巣の占居部位別に検討した。肝転移率

は S状 結腸癌 (27.0%)と盲腸癌 (26.9%)に高 く,肝 転移の個数は孤立性が22.4%,多 発性が77.6%

であったが,占居部位による個数には差はなかった.壁深達度別にみた肝転移率では,S状 結腸癌 と盲

腸癌が深達度のすすんだもので直腸癌より高かったが, これらの病悩期間をみると前二者は直腸癌よ

りむしろ短かった,門 脈血流に一定の法則があるとするstream line phenomenaを原発巣 と肝転移巣

の占居部位の上から検討したが,S状 結腸癌は直腸癌より右葉へ転移しやす く,逆に左葉へは転移しに

くく,盲 腸癌は右葉へ転移しやすかった。

索引用語 :大腸癌肝転移,大 腸癌同時性肝転移,stream line phenomena

はじめに

大腸は約2mの 比較的長い管腔臓器であ り,そ れぞ

れの部位の解剖学的あるいは生理学的条件は必ずしも
一定ではない。一方,肝 臓は大腸癌からの血行転移の

最 も好発する臓器であ り1),従来より原発巣の占居部

位により,経 門脈的肝転移の部位に違いのあることが

推定されてきたり～り.

本稿では当科で経験 した大腸癌肝転移のうち,同 時

性肝転移58例を原発巣の占居部位別に分け,肝 転移巣

との関係に検討を加えた。

I . 対 象

1968年から1987年までに当科で経験 した大腸癌は

369例であ り,そ の占居部位別内訳を大腸癌取扱い規

<1988年10月12日受理>別 刷請求先 t西田  修

〒060 札幌市北区北15条西 7丁 目 北 海道大学医学

部第 1外科

約ゆに従って分類するとR(Pを 含む)214,S63,D15,

T19,A32,C(Vを 含む)26711となっている。これら

のうち手術時に肝転移の明らかであった同時性肝転移

は58例 (157%)で あった。なお,多 発癌では壁深達

度の最もすすんだものを占居部位 とした。同時性肝転

移58例の性別は男38例,女 20例で,男 女比は1.9:1と

男に多かったが, これを同期間の非肝転移大腸癌症例

でみると,男182例,女129例で男女比は1.4t lであ り,

肝転移は男性に多い傾向がみられたが推計学的に有意

差はなかった。なお,以下推計学的処理は t検定によっ

た (図 1).

次に年齢構成をみると27歳から84歳にわた り平均は

57.2±11.9歳であるが,男 女別の内訳をみると男性の

平均は59,3±12.0歳,女 性は53.2±10.6歳であった,
一方,非 肝転移例の年齢は全体で58.6±13.1歳,男 性

59.6±12.6歳,女 性57.9±12.9歳であり,両 者の性別
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図 1 大 腸癌肝転移例と非肝転移例の性別頻度
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表 1 原 発菓の占居部位別肝転移の頻度

R

S

D

T

A

C

M  :  M a l e

F :  F6mal6

251214

177 63

2/ 15

3″/ 19

4/ 32

7/ 26

R ( P ) , S : P < 0 0 5

R ( P ) , C ( V ) : P < 0 0 5

共 2  転 移の個数

図 2

肝転移例

大腸癌肝転移4/11の性別年齢

F i Femal

による平均年齢には推計学的に有意差はなかった (図

2 ) .

肝転移の診断は1980年以前の25例ではシンチグラ

ム,血 管造影,術 中肉眼所見などによった。肝シンチ

グラムは19例に行ったが,134211で術前診断が可能であ

り,残 る6711は診断できなかった。血管造影は11例で

行われたが,す べて進行癌であったこともあ り全例で

診断可能であった,1981年以降は computed tomogra‐

phy(CT), ultrasOnography(US)が 導入され, 37例

に少なくともいずれか一方の画像診断が行われたが,

診断不能であったものは 3例 で, これらはいずれも径

2cm以 下の孤立性小転移巣であった。

治療は58例中22例 (37.9%)に 切除が行われたが,

術式の内訳は 2区 域以上の切除10例,1区 域切除 5例 ,

部分切除 74/11となっている。

H.結   果

1.原 発巣の占居部位別肝転移の頻度

大腸癌369例を原発巣の占居部位別に分け,それぞれ

の同時性肝転移の頻度を検討した。R(P)で は214例中

25例 (11,7%),Sは 634/1中17例 (270%),Dは 15例中

n=1+|ち , 2ミn=Ⅲ %Ⅲ ≧5(%|

R ( P ,

S

D

1 ｀

A

C ( V

6 25(24 0)

3 1 7 ( 1 7 6 )

1  3(33 3)

1  4(25 0)

2, 7(28 6)

8/25(32 0)

7 ' 1 7 ( 4 1  2 )

1  4 ( 2 5 0 )

2' 7(28 6)

11/25( 44())

7,17( 41 2)

2/ 2(100 0)

2/ 3( 66 7)

2/ 4( 50 0)

3/ 7( 42_8)

13 58(22 4) 18158(31 0) 27/58( 46 6)

2例 (133%),Tは 194/11中3例 (15.8%),Aは 32例

中 4例 (12.5%),C(V)は 26例中 7 frll(26.9%)と

なっており,全体 として同時性肝転移の頻度は369例中

58例 (15。7%)で あった。すなわち特に S状 結腸癌 と

盲腸癌の肝転移率が高 く, この両者は直腸癌のそれと

比較 して推計学的に有意であった (p<0,05)(表 1).

2.肝 転移の個数

肝転移の個数を 1個, 2～ 4個 , 5個 以上の 3群 に

分け,原 発巣の占居部位別に検討した。これをみると

原発巣の占居部位の如何にかかわらず肝転移の個数が

5個 以上のものが最も多 く,いずれも40%以 上である。
一方,肝 転移巣が 1個 の孤立性であったものは逆に横

行結腸癌を除いてどの占居部位の大陽癌でも最も少な

く平均22.4%,2≦ n≦4が31%で あった,な お,原 発巣

の占居部位による肝転移の個数には特に有意のかたよ

りを示 したものはなかった (表2).

3.原 発巣の壁深達度 と肝転移

深達度 sm以 下の早期大腸癌には同時性肝転移はな

かった,pm痛 の肝転移は結腸癌では12例中上行結腸

癌の 1例 (8.3%),また,直腸癌では42例中 3例 (7.1%)

にみている。一方,進 行大腸癌では直腸癌で alssが

3/29(10.3%)で あるのに対 しS状 結腸癌では5/22

(227%),ま た,a2Sで も直腸癌が5/78(6.4%),S状

非肝転移例
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結腸癌5/10(50.0%)と いずれもS状 結腸癌で高頻度

にみ られ,両 者は推計学的にも有意であった (p<

0 . 0 5 ) 。さ らに, 盲 腸 癌 で もa 2 S の肝 転 移 が4 / 1 3

(30.8%)と高かったが,推 計学的には直腸癌 との間に

有意の差はみられなかった (表3).

4.病 脳期間と肝転移

同時性肝転移例の病悩期間を各占居部位別に検討し

てみると,直 腸癌の22例では7.5±6.7か月であったの

に対し,S状 結腸癌の12例では肝転移の頻度が高い割

に病脳期間は4.4±4.1か月と短かった。また,S状 結腸

癌 とならんで肝転移率の高い盲腸癌 7例 の病脳期間も

5.5±3.2か月と直腸癌よりもむしろ短かったが,推 計

学的に有意の差はなかった (表4)。
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5。原発巣 と肝転移巣の占居部位

肝転移の占居部位を原発性肝癌取扱い規約617こ準拠

して 1葉 のみに限局しているもの,両 葉にわたってい

るが主転移巣が 1葉 に優位のもの,両 葉に均等に分布

しているものに分け,そ れぞれの原発巣占居部位別肝

転移の頻度を検討した。 こ れによれば直腸癌の254/1中

右葉のみに転移のみられたものは 8例 ,左 葉のみに転

移のみられたもの 4例 ,左葉が優位であったもの 1例,

両葉に均等に分布していたものが12例となっている。
一方,S状 結腸癌17例では右葉のみに転移のみられた

もの 4例 ,右 葉が優位であったものが 4例 であったの

に対し,左 業のみの転移例はなく,わ ずかに左葉優位

のものが 1例みられたのみで,残 る8例 は両葉に均等

に分布していた。 1葉 のみのものと1葉 に優位であっ

たものをあわせてそれぞれの肝美転移率とし,直 腸癌

とS状 結腸癌の肝葉転移の傾向を比較すると,S状 結

腸 癌 で 右 葉 へ の 転 移 傾 向 を示 した もの は8 / 1 7

(471%),直 腸癌8/25(32.0%)で,S状 結腸癌の方が

直腸癌より右葉への転移傾向があ り,逆 に左葉への転

移 傾 向 は 直 腸 癌5 / 2 5 ( 2 0 . 0 % ) , S 状結 腸 癌1 / 1 7

(5.8%)で 直腸癌の方が顕著であった (p<005).盲

腸癌の肝転移は全体で 7例 とその数は少ないが, うち

5例 (714%)が 右葉ないし右葉優位の転移であ り,

左葉では左葉優位のものが 14211にみられたのみで右葉

への転移傾向がみられた (p<005)。 なお上行結腸,

横行結腸,下 行結腸癌の転移については症例数も少な

く,一 定の傾向は見出しえなかった (表5).

I I I . 考 察

大腸癌の同時性肝転移の頻度は自験例では58/369

(15.7%),また,Foster)の集計でも10～30%と 報告さ

れているが, これを結腸癌 と直腸癌に分けて検討する

と,自 験4/1では結腸癌33/155(21.3%),直 腸癌25/

表 3 原 発巣の壁深達度と肝転移の頻度

pm(%) al弱(%) a2S(%) aiSi(%)

R(P)

S

D

T

A

C(V)

3/42(7 1)

0/ 5

0/ 2

0/ 1

1 / 3

0/ 1

3/29(10 3)

5/22(22 7)

1 / 8

0/ 3

2/13

1 / 7

5 / 7 8 ( 6 4 )

5/10(50 0)

0/ 1

1 / 7

0/ 8

4/13(30 8)

8 / 2 5 ( 3 2 0 )

2/ 7(28 6)

0/ 3

1 / 4

1 / 5

0/ 5

a l s s i  R ( P ) ,  S  P < 0 0 5

a 2 S : R ( P ) ,  S  P < 0 0 5

表 4 肝 転移lplの病悩期間

M ttSD(月 )

R(P)

S

D

T

A

C(V)

7 5± 6  7

44± 41

2

53± 16

32± 13

55± 32

殺 :ミ樹18(めP<附
左1葉:R(P), S   P<005

表 5 原 発巣と肝転移巣の占居部位

R(P) S D T A C(V)

右 葉 (%)

右葉のみ

右葉優位

8 / 2 5 ( 3 2 0 )

8

0

8 / 1 7 ( 4 7 1 )

4

4

1/3(33 3)

1

0

1 / 4 ( 2 5 0 ♪

1

0

5 ' 7 ( 7 1 4 )

3

2

左 葉 (%)

左葉のみ

左葉優位

5 / 2 5 ( 2 0 0 )

4

1

1 / 1 7 ( 5 8 )

0

1

1 / 7 ( 1 4 3 )

0

1

両 葉 (%) 12/25(48 0) 8/17(47 1) 2/2(1()()0) 2/3(66 7) 3/4(75 0) 117(143)
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214(117%),ま た,諸 家の報告ケいでも結腸癌111

～147%,直 腸癌8.9～9.8%と結腸癌の方が直腸癌よ

り肝転移の頻度が高いとするものが多い,一 方,原 発

巣の占居部位別同時性肝転移の頻度についての報告は

あ ま り多 く見 当 らな い が, 根 木いは 直 腸1 1 / 1 2 3

(8.9%),S状 結腸・下行結腸5/36(139%),横 行結腸

1/19(5,3%),上 行結腸・盲腸1/18(56%)と 報告 し

ている。自験例では直腸25/214(11.7%),S状結腸17/

6 3 ( 2 7 . 0 % ) , 下行結 腸2 / 1 5 ( 1 3 3 % ) , 横行結 腸3 /

1 9 ( 1 5 . 8 % ) , 上行 結 腸4 / 3 2 ( 1 2 . 5 % ) , 盲腸7 / 2 6

(26.9%)であ り,S状 結腸癌の肝転移の頻度の高いこ

とは同様であるが,盲 腸癌の肝転移率はかなり異なっ

ている。森谷lいは大腸癌根治手術例の異時性肝転移再

発を原発巣の占居部位別にみているが,PO/16,Rb 7/

206, Ra 3/124, Rs 6/63, S14/180, DO/23, TO/

23,A2/40,C2/29,VO/2と 報告 しており,や はり

肝転移率は S状 結腸癌 (7.8%)と 盲腸癌 (69%)で

高い傾向が うかがえる。
一方,1982年 第17回大腸癌研究会 (仙台)で の大腸

癌肝転移の全国集計では,初 回時 (同時性)肝 転移の

原発巣は C50,A69,T56,D37,S221,R(P)

339となっている。本調査では大腸癌全体の占居部位別

総数が明らかでないため,正 確な占居部位別肝転移の

頻度は明らかでないが,当科の大腸癌369例の原発巣の

占居部位別頻度をみるとR(P)214/369(580%),S

63/369(17.1%),D15/369(4.1%),T19/369(5.1%),

A32/369(8.7%),C(V)26/369(7.0%)と なって

お り,こ れに準拠すれば原発巣の比が SiR(P)=1:

3.4であるのに対 し,全 国集計の肝転移例では,S(H)|

R(P)(H)=1:1.5で ,S状 結腸癌の肝転移の比率が

きわめて高いことかが うかがえる.同 様 に当科の C

(V)iR(P)=1:8.2で あるのに対 し全国集計の C

(V)(H):R(P)(H)=1:6.8で あ り,S状 結腸癌ほど

ではないが,や はり盲腸癌の肝転移率の高いことがわ

かる.大 腸癌研究会における肝転移の全国集計は1987

年 (奈良)に も行われているが, この時の調査では肝

転移例の原発巣の占居部位は C(V)91,A145,T l18,

D83,S567,R(P)1022,不 明 7と なっており, こ

の調査でも原発巣の占居部位別総数が明らかでないた

め1982年の時と同様にして比較すると,S(H):R(P)

(H)=l tl.8, C(V)(H)IR(P)(H)=1111.2で ,

S状 結腸癌の肝転移率はやはりきわめて高いことがわ

かる。

Gr i f n t hぎ1 )によれば,直 腸 と左側結腸癌で下腸間膜
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静脈から門脈血採取を行 うと,腫 瘍細胞の陽性率は

57%の 高率であったとされ, また,病 理組織学的に原

発巣の静脈侵襲が陽性であっても,実 際に肝転移を来

すものは少ないことなども考えあわせると,原 発巣か

ら血中に遊出した癌細胞の多 くは肝に着床 しないもの

と考えられる。癌細胞の肝への着床の機序については

腫瘍細胞そのものの viabilityや宿主の着床に対する

抵抗性,着 床阻害に関する生化学的物質など複雑な機

構が推定され12),s状結腸癌や盲腸癌の肝転移率の高

い原因については必ずしも解剖学的根拠にのみ結びつ

けられないとは考えられるが,自 験例では S状 結腸

癌,盲 腸癌 とならんで横行結腸癌の肝転移率 も3/19

(158%)と 低 くはなく, これらがいずれも大腸の中で

も特に可動性に富んだところであることから,体 動時

に原発巣から物理的に門脈血中へ癌細胞が逸脱 しやす

いことに関係しているとも考えられる.

肝転移の個数について,山 鹿1。は剖検例で肝転移の

あったものの うち単結節で 1区域に限局していたもの

は全体 の11%,Strttmeyer。 も単結節 の頻度 を 8

～10%と 報告 しているが,森谷lDは
,大腸癌原発巣切除

時の肝転移 (同時性肝転移)の個数の内訳として,101

例中50例(49%)が Hlであ り,ま た,Hlの うち単発は

264/1,多発は24例で,残 る51例(51%)が H2,H3で あつ

たとしている。すなわち,孤立性転移は26/101(25.7%)

であったことになる。また,Wanebo16blま217例の大腸

癌同時性肝転移のうち,孤 立性転移は52例 (24.0%),

多発性転移は954/11(43.8%),肝の50%以 上が転移巣に

置換されているもの71例 (32.7%)と 報告している。

自験例でも13/56(23.2%)が 孤立性転移であることか

ら,一般的に同時性肝転移の1/4前後が孤立性転移 と考

えられる。なお,文 献的に原発巣の占居部位別に肝転

移の個数を比較検討したものは見当らないが,自 験例

では S状 結腸癌の孤立性転移が17.6%と 最も少なく,

S状 結腸癌は肝転移の頻度が高 く,そ の個数は多発性

のものが多い傾向にあるといえよう。

原発巣の占居部位別壁深達度 と肝転移の関係は,一

般的に壁深達度が進めば肝転移の頻度も上昇すると考

えられるが,自 験例では特に,ssと sの進行癌で S状

結腸癌の肝転移率が高 く,また,盲腸癌でもsの肝転移

率が高かった。 し かし,病 悩期間では両者はむしろ直

腸癌よりも短 く,そ の原因を病悩期間に結びつけるこ

とはできなかった。

門脈のstream line説は1901年,Sёr6宮61のによりは

じめて提起されたとされるが,1928年,Copherのはイヌ
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の門脈 に Trypan blue色 素を注入 し,門 脈血流 に
“
stream line phenomena"の存在することを強調 し

た。その後現在に至るまで門脈系臓器から肝臓に流入

する門脈血流に,一 定の傾向があるものか否か,数 々

の研究,報告り。19～21)が行われているが,い まだ確定的

な見解には至っていない。Copher2)はィヌの実験で結

論的に陣臓,胃 および大部分の大腸からの門脈血は肝

の左葉に流入し,十 二指腸,際 頭部,上 部空腸のそれ

は主 として肝の右葉に流入するとし,ま た,盲 腸から

のものは左葉優位のものが多いが,一 部で右葉優位の

ものがあったとのべている。比較的最近の研究として

は,Razzak2いは犬の門脈に198Au auric chlorideを
注

入 した結果,門 脈血流には一定の法則は観察 されな

かったとし,strean line theoryに否定的見解をのベ

ている。一方,Gatesりは12例の肝疾患を有 さない臨

床開腹症4/1の腸間膜静脈に198Au‐colloidをと入 した

が,盲 腸静脈から注入した 54/1中4例 ,回 腸末端静脈

からの 1471ではいずれも右葉に門lrrt血が流れ, 1011の

みが左右均等に流入したとし, また,空 腸起始部から

注入した 1例 では左美優位,空 腸中間部からの 1例 は

左右均等,S状 結腸静脈から注入した 4例 では 1例 が

右美,残 る 3例 が左右均等であった とのべている。

Kattiwagi21)も10421(11検体)の 臨床例で,眸 臓 に
99mTcO言を 注 入  し scintiphoto‐splenopOrtography

を行った結果, 54711で右葉に, 24211で左葉にと,個 々

の症例で牌静脈血の肝内流入にstream lineの存在を

支持しうる所見がえられたとしている。

このように実験的,臨床的にもstream line phenOm‐

enaは 興味のある問題であるが,そ の存在を支持する

論文でも内容にはかなりの違いがある。本稿では大腸

癌からの経門脈的肝転移の様式に一定の傾向があるか

否かを検討してみた。 こ れによれば,特 に肝転移率の

高い S状 結腸癌の17例では左葉のみの転移は 1例 も

な く,わ ずかに左葉優位のものが 14/11あっただけで

あったのに対し,右 葉のみの転移は 4711,右乗優位の

ものも4例 あった。一方,直 腸癌では左葉のみの転移

4rlが25例中 4例 にみられ,左 葉優位の 14/1を含めて25

4/1中54/1(20.0%)が 左葉主体の転移,ま た, 8421

(32.0%)が右葉のみの転移であった.す なわち,全 体

としてみれば,S状 結腸癌は左葉のみには転移 しにく

かったのに対し直腸癌では両葉に転移する傾向がみら

れた。また,盲 腸癌からの肝転移については, 7例 中

3例 が右葉のみ, 2 allが右葉優位であり,左 葉ではわ

ずかに左美優位のものが 14711みられたのみで,右 葉ヘ
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転移 しやすい傾向がみとめられ,これは Gatesりの報告

ともよく符合していて興味深い。なお,両 葉転移のも

のがかなりみられるが, これらは最初から多中心性に

両葉転移をきたしたものか,片 葉転移の後にさらに肝

内性に対狽1葉に転移 し増大 したものか不明であるた

め,詳 しい検討は行わなかった。

以上,大 腸癌からの肝転移様式を検討した結果,特

に盲腸癌 とS状 結腸癌にはstream line phenomena

を示唆する所見がえられた。

ま と め

同時性肝転移58711を原発巣の占居部位房」に検討 して

以下の結論をえた。

1)肝 転移率は S状 結腸癌 と盲腸癌で高 く,そ れぞ

れ17/63(27.0%),726(26.9%)で あった。

2)肝 転移は孤立性のものが22.4%,多発性が77.6%

であったが,原 発巣の占居部位による転移個数に差は

なかった。

3 ) 壁 深 達 度 別 肝 転 移 率 は S 状 結 腸 癌 が s s

(22.7%),s(50.0%),盲 腸癌が s(30.8%)と 高かっ

た。

4)S状 結腸癌 と盲腸癌は肝転移率は高いが,病悩期

間は直腸癌 より短かかった。

5)S状 結腸癌は直腸癌に比較 して右葉へ転移 しや

す く,逆 に左葉へはしに くかった。盲腸癌は右葉へ転

移 しやすかった。
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